












人工妊娠中絶の実態を巨視的に把握するには、まずその正確な数と人口に対する率を知る

ことが必要である。わが国では 1950 年代以降、優生保護統計により人工妊娠中絶の実施

数が公表されているが、実数との間に大きな隔たりがあることは誰の目にも疑いないとこ

ろであり、公表数値を鵜呑みにすることはできない。そこで本研究においては、まず優生

保護統計を含めた既存統計資料を吟味したのち、人口学的見地から日本の人工妊娠中絶数

の推計を試みた。


